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はじめに 

ヒ ロ ズ イ ラ ガ  Naryciodes posticalis 
Matsumura, 1931 は北海道・本州・四国・九

州・南西諸島に分布するイラガ科の日本固

有種であり、幼虫はムクロジ科(カエデ類各

種)、カバノキ科(クマシデ Carpinus japonica 
Blume、サワシバ Carpinus cordata Blume)な
どを食餌植物としている(岸田ほか，2013)。
以前は成虫の形態からヒロズコガ科

(Tineidae)の 1 種とされていたが、幼虫が判

明しイラガ科であることがわかった経緯が

ある(杉, 1987)。 
神奈川県内では今まで県央西部や丹沢

(中島ほか , 2004)、津久井方面(中島ほか , 
2018)から記録があった。 
 
採集記録 

[多摩区]5exs.(亜終齢)，多摩区枡形，18-VIII-
2022，横田光邦採集 
 
筆者らは、2022 年 8 月 18 日に生田緑地

内で蛾類の幼虫探索を行っていたところ、

生田緑地内の奥の池付近にある 1m 程度の

イロハモミジ Acer palmatum Thunb. (1784) 
幼木で、複数個体の幼虫を発見した（図 1）。 
 

 
図 1. イロハモミジ葉裏のヒロズイラガ 
Naryciodes posticalis Matsumura, 1931 亜終

齢幼虫(写真下が頭部) 
 

いずれも葉裏に単独で静止しており、同じ

木で亜終齢幼虫 5 個体を確認した。周辺に

は植栽されたイロハモミジが多数あったが、

それらからは幼虫を見出すことはできなか

った。 
 
おわりに 

本種幼虫は八王子市の高尾山では比較的

観察しやすく、8～9 月にカエデ類の幼木で

良く見られる。終齢幼虫であっても体長は

8mm 前後と小さく、形態がカタツムリに似

ていることから、見過ごされていることが

多いと考える。食餌植物は、関東地方では山

地の沢沿いなどに多いことから、そのよう

な環境で良く見つかっている。今回発見し

た場所は、やや湿った林内の谷間であり、山

地の生息地に環境が似ている。このような

環境を探せば、まだ新産地が見つかる可能

性があると考える。 
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